
 

 

「学校教育に関するアンケート」のまとめ 

令和６年３月 塚田小学校 

 

（１）実施項目と結果（回答率 ８５．２％） 

 
 



 

（２）考察 
 
〇「２ 保護者・地域の方への情報提供」について 
学校からの文書のデジタル化を図ってほしいとのご意見をいただきました。各家庭の事情やお知らせの内容により、全てをペーパーレ

スにすることは難しいと思いますが、できるものからデジタル化を図ります。月当初のお便り（学校だよりや給食献立表など）につきま
しては、学校ホームページに毎月掲載していますので、来年度以降も継続します。文書のメール配信につきましては、３月から新メール
システムになりましたので、できるものから実施します。学校ホームページ「新着情報」の更新に関しましてはご好評をいただきました
ので、来年度も継続していきます。 
 
○「３ いじめ防止への取り組み」について 
いじめ防止への取り組みについて、引き続き学校全体で真摯に取り組んでほしいとのご意見をいただきました。いじめについては、早

期発見と未然防止がとても重要であると考えております。今後も今年度と同様に、市のアンケート（年３回）・県のアンケート（年１回）
の他、学校独自で月に１回のアンケートを実施するとともに、児童と担任との面談を継続的に実施することで、より一層児童の思いや困
り感に寄り添っていきます。また、困ったときには担任または相談しやすい教職員（スクールカウンセラー・養護教諭・主幹教諭・教頭
など）に相談したり、校長室前の相談ＢＯＸを活用したりするよう児童に繰り返し伝えるとともに、いじめに関する学校体制と対応を教
職員全体で確認し、「塚田小いじめ防止基本方針」をホームページを通して保護者の皆様に周知していきます。昨今、ＳＮＳの普及やス
マートフォンの所持率が上がったことで、いじめの発見がしづらくなっています。気になる様子がありましたらご相談ください。 
 
〇「４ スクールカウンセラー（以下ＳＣと表記）との相談体制」について 
ＳＣとの相談体制について、保護者と児童にさらに周知を図ってほしいとのご意見をいただきました。本校では、市と県から派遣され

た２名のＳＣが勤務しております（市ＳＣは基本的に週に１回、県ＳＣは基本的に月に２回）。今年度に引き続き、学校だよりにＳＣの
勤務日と相談申込の仕方を毎月明記するとともに、児童にもＳＣへの相談の仕方を繰り返し説明し、ＳＣと相談しやすい体制をより一層
整えていきます。 
 
〇「５ 分かりやすく工夫した授業の展開」について 
分かりやすく工夫した授業の展開、ひいては児童の学習内容の理解について、基礎・基本となる知識・技能のより一層の習熟を望むご

意見をいただきました。来年度も、校内の学習指導部を中心に、まずは教職員で学習規律・学習環境の共通理解を図り、児童に共通指導
を行います。さらに、学校全体で授業研究に継続的に取り組み、教職員の授業力向上に努め、個々の児童の実態に応じた指導の充実を図
っていきます。また、教職員の経験等の差による指導の差異を減らすために、学年主任を中心に学年内で授業の進度・内容等を確認して
いきます。 
 
○「８ 保護者と学校の関わり」について 
 保護者と学校の関わりについて、担任・学校と関わることのできる機会の増加を求めるご意見をいただきました。来年度もインフルエ
ンザやコロナウイルス等の感染状況に応じた対応が必要になりますが、学校行事や出前授業の際には、可能な限り保護者の皆様に参観し
ていただきたいと考えています。また、授業参観や学級懇談会、個人面談等も適宜設定し、家庭と学校が関わることのできる機会を数多
く確保していきます。保護者の皆様が参観できる行事につきましては、できる限り早めにお伝えするよう努めていきます。 
 
○「２０ 英語科の授業」について 
 英語科の授業の一層の充実を望むご意見をいただきました。船橋市は平成２１年度より文部科学省の「教育課程特例」の指定を受け、
本校でも全学年でＡＬＴ（ネイティブの派遣教員）と担任による授業を行っています。「英語学習への興味・関心を持とうとする」こと
が市としての目標ですので、この目標に向かい、指導法研究やＡＬＴとのミーティングなどを続け、児童の英語への興味・関心がより一
層高まるように改善を図っていきます。 
 
〇「その他様々なご意見」について        
・マスクの着用を含む感染症対策、マラソン納会の実施方法、タブレットの取り扱い、宿題の内容・量等に対する保護者の皆様のご意見
は賛否様々です。それぞれのご意見を参考にしながら、今後も学校としてより良い選択ができるよう考えていきます。 

・「教職員の人数を増やしてほしい」とのご意見をいただきました。教職員の人材配置につきましては、全て県または市からの配置とな
り、学校独自で職員を配置することはできません。県と市にはその都度要望をしておりますが、教職員の人材確保が大変難しい状況で
す。来年度も県と市に人材配置について粘り強く要望を続けていきます。  

・「給食の量とメニューを増やしてほしい」とのご意見をいただきました。給食の分量は、国の基準と児童の体位に則って決定をしてい
ます。栄養教諭と給食調理員を中心に、栄養バランスはもちろんのこと、児童の食の体験を増やすことも大切に考えて献立を立ててお
ります。 

・「トイレの数を増やしてほしい」「汚れが目立つ場所をきれいにしてほしい」等のご意見をいただきました。トイレや水回り等施設・
設備の修繕については、学校から市に要望を出し、市が市内の学校全体を考慮し、優先順位をつけての実施となります。今後も状況に
応じて要望を出し、修繕を続けていきます。        

・「特別支援学級を設置してほしい」とのご意見をいただきました。特別支援学級につきましては、市の計画に基づき、設置されます。
学校独自で特別支援学級を開設することはできません。市内に少しずつ特別支援学級も増えておりますが、来年度に関しましては、本
校に設置の予定はありません。 

・登下校等、安全面に関するご意見をいただきました。スクールガードの皆様は、ボランティアで児童の登下校の見守りを行ってくださ
っています。「おはようございます」「ありがとうございます」と、挨拶でお礼の気持ちを伝えることのできる児童を育てたいと考え
ております。ご家庭でもお子さんにお伝えください。 

・ＰＴＡ活動についてのご意見は、ＰＴＡ本部の皆様にお伝えしました。ＰＴＡそしておやじの会の皆様には、今年度も本校の教育活動
にご協力いただき、感謝申し上げます。     

 

（３）学校運営協議会の皆様からのご意見 
 
・９割の保護者が「我が子が学校を楽しみにし、元気に登校している」と感じている。我が子の様子を見てそのように判断しており、   
この数値が高いのはすばらしい。学校の教育環境作りの成果である。 

・いじめについては、アンケートや面談等をこまめに行い、教職員がアンテナを高くして対応しているところが評価できる。来年度も引
き続き児童の様子をきめ細やかに見取り、未然防止と早期発見に努めることをお願いしたい。 

・教職員の人材配置については、児童にとってよりよい教育環境の実現と、教職員の負担軽減と働き方改革推進を図るため、学校運営協
議会として積極的に市に要望していく。 

・特別支援学級解説についても、それぞれの児童に応じたきめ細やかな教育の実現のため、学校運営協議会として積極的に市に要望して
いく。 

・タブレット等 ICT 機器を活用した個別最適な学習やデジタル化の推進は、便利で効率化が図れるので効果的だが、これまで培ってきた
教育（一斉学習、体験活動等）にもよさがある。それぞれのよさがあるので、児童の実態に合わせてハイブリッドで生かしていっても
らいたい。 

・一つ一つの案件に対して、それは「学校が対応すること」なのか、それとも「家庭で対応すること」なのかを正しく判断することが重
要である。「全て学校に連絡をし、対応を求める」という風潮があるが、学校管理下外（下校後や土日等）に起きた案件は、基本的に
家庭が対応するものである。これからの時代は、「共に取り組もう」という家庭と学校の協働意識がより求められる。 


